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簡便な漉紙接触法を用いたホウレンソウケナガコナダニに
対する有効薬剤の検索

糸山 享*・宮山仁史*・菊池英樹**・新山徳光**ホ

Search for Effectiv巴Pesticidesagainst Tyrophαgus similis V olgin 

Kyo ITOYAMA本， Satoshi MIY A Y AMA補， Hideki KIKUCHI'ネ andTokumitsu NIIYAMA *本本

簡便な薬剤感受性検定j去を用いて，ホウレンソウケナガコナダニに対する有効薬剤の検

索を行った.本穫は供試した28薬剤の多くに対して高い耐性を示したが，検索の結果から

有機リン系薬剤のPAP乳剤およびMEP乳剤が登録薬剤であるDDVP乳剤50よりも高い感

受性を示した. 2008年にDDVP手L剤50の生産が終了することから， PAP手L斉JjとMEP乳剤l
が代替剤として有望であると考えられる. これらの薬剤について，今後は登録に向けた試

験データを議積する必要がある.

Key words: DDVP， MEP， P AP， spinach， susceptibility， Tyrophagus similis 

施設栽培のホウレンソウにおいて，ホウレンソウケナ

ガコナ夕、ニ Tyrophαgussimilis (以下コナダニ)の被

害が大きな問題となっている(1， 4， 10).現在，コ

ナダニの防除法は殺虫剤による|坊徐が主体であり，

DCIP粒剤30の土主義処混とDDVP乳浄Jj50の茎葉散布が体

系的に実施されるが， 十分な妨徐効果が得られず生産現

場では対応に苦慮しているCl， 4). 

防除効果が低い原因を明らかにするために，春日・天

野(5 )は，全国から提供されたコナダニ18個体群の

DDVP乳斉Jj50に対する薬剤感受性について滅紙接触法

を用いて検定したが，同期lの感受性は高いことを確認し

た.従って，詞剤が闘場で十分な防除効果を示さないE雲

閣は，土壌を中心とした生活史や糸状閣を好む食性等，

本種の生態的特性にあり，薬剤l処理自体は有効な防除手

段であると考えられた(3 ). 

春日・天野(6 )は，薬剤施用が悶場におけるコナダ

ニ個体群に与える影響を調査するとともに， 9剤の薬剤l
感受性を検定した.一方，中尾らは有効な薬剤を探索す

るために，ディッピング法によって8剤， i総紙接触法に

よって27剤の検定を行った (ll). いずれの報告でもコ

ナダニの薬剤耐性の高さが示されており， DDVP乳剤Jj50

に代わる有望な薬剤lは認められなかった.現在，本種に

使用できる薬剤の種類は極めて少なく，今後は抵抗性の

発達も懸念される. さらに， DDVP乳剤50の原体の生

産が2008年で終了することからも，代替薬剤の登録が強

く望まれている.本研究では，コナタニに対する有効薬

剤の再検索を目的とし， 28剤に対する感受性を簡便な鴻

紙接触法によって調室長した.

本研究の遂行にあたり，野菜茶業研究所の春日志、高氏

には多くの助言を頂き，コナダニの悶定にもご尽力頂い

た.また，北海道立中央農業試験場の中尾弘志氏，岐阜

県cfJUJ間農業技術研究所の浜崎健司氏には多くの助言を

]頁いた.この場を借りて厚く御礼を申し上げる.

材料および方法

1.供試虫

薬剤感受性の検定には， 2004年に秋田市飯島のホウレ

ンソウ栽培ハウスにおいて採集し，乾燥ビール酵母(ア

サヒフードアンドヘルスケア株式会社)を与えて累代飼

育中の個体群を用いた.ホウレンソウを加害するコナダ

ニ類にはホウレンソウケナガ、コナダニの他，形態が類似

する'ijJj種も含まれるため (4，5， 9)，野菜茶業研究

所の春日志高氏に採集した個体群の同定を依頼した.ま

た，感受性の検定を実施する前にもプレパラート襟本を

事明治大学農学部 School of Agriculture， Meiji University， 1-1-1 Higashimita， Tama， Kawasaki， Kanagawa， 214 

8571 Japan 
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作成し，顕鏡下で観察して再度同定を行った. せた.コナダニの逃亡を阻止するため，酵母シートの周

2.供試薬剤 りを粘着剤(フジタングルりで阻み，累代飼育した成

供試薬剤は，ホウレンソウのコナダニ類に登録のある 虫30頭を酵母シート上に放銅した.プラスチックシャ-

DDVP乳剤50を含む有機リン系薬剤10剤に加え，合成 レは蓬をして燭縁をシールフィルムで封じ， 20
0

Cの恒温

どレスロイド系薬剤2剤，カーパメート系薬剤 2剤，ネ 椿内C12L/12D)に静置して48待問後に生存虫数および

オニコチノイド系薬剤 2~]，殺ダニ剤 5~Jおよび新規系 死亡虫数を実体顕微鏡下で調査ました.酵母シートを脱出

薬剤を中心としたその他の殺虫剤7斉1Jの計28郁とした. して粘着剤に捕捉された個体は結果から徐外し，死虫率

供試する濃度は各薬剤!の主な野菜における一般的な常用 を算出した.各区は 2~3 反復とし，死虫率は水の施用

濃度，ならびに常用の 1/5濃度の 2段階を設定した. による対照区の値を用いてAbbottの式で=補正した.

3.試験方法

処理方法は漉紙接触法とし，桑原らによる方法(8 ) 結果および考察

および毛春手日.天野野'{にこよる方法 (ω4)を参考に，さらに簡 第 l表に有機リン系薬淘剤lの検定結梁を示した. DDVP 

使な方法でf行子つた.すなわち，捻

7水'1<1叩Oに対し車乾z燥自酵孝母 lの重量比で溶かした溶1液夜に浸し， を示したが， 1/5濃度では感受性がやや低く，過去の

乾燥させて酵母シートを作成した.プラスチックシャ一 報告と同様の傾向であった(11). DDVP乳剤50以外で

レ(直筏90mm)に敷いた総紙の中央に酵母シートを 2 ホウレンソウに作物登録がある 3剤 (A; 2008年 3月現

枚重ね，ここに希釈した薬液を0.2ml滴下して染み込ま 在)および奨なった剤型で作物登録がある 2斉IJ (B; 

第 1表 ホウレンソウケナガコナダニ成虫に対する有機 I)ン系薬剤jの検定結果

薬剤名

(含有滋)

DDVP手L斉1)50
(50%) 

A. ホウレンソウに作物登録がある薬剤IJ"

処理濃度

'iiiJlJ濃度

a彼 自主試虫数U

1/5淡IJ[

死虫率補iEJE.w.lfsbl
(%) (%) 

処Ej!淡l主
死.9:!.-~*j 摘圧死虫IfPl
(%) (%) 

反f皇 自主試虫数"'

3

0

2

 

1

1

1

 

92，3 
70.0 

58.3 

74 
1.000倍①

② 

③ 

3

3

8

 

2

2

1

 

5，000{告①

② 

③ 

ダイアジノン乳剤

(40%) 
3.7 
13.0 

1.000倍①
② 

100.0 

100.0 
1ω』

100 

27 
23 

PAP手し印i
(50%) 

100 
1.000培①

② 

22 

27 

5，000倍①

② 

15 

8 
100，0 
100.0 

13.6 

22.2 
18 

MEP乳剤

(50%) 
1.000i音①

② 

16 
22 

5，000傍①
② 

16 
17 

100.0 
100.0 

100.0 
100.0 

100 

100 

B. )Ii¥なった剤1l:!でホウレンソウに作物登録がある薬剤"

シメトエート手L却i
(43%) 

1，000{音①

② 

15 
19 

5，000{音①

② 

30 
28 

13.3 

0.0 

93.3 
100.0 

97 

イソキサチオン手LilJJ
(50%) 

1.000倍①
② 

25 

26 

5.000培;①

② 

10 
12 

90.0 

100.0 

48.0 

53.8 
51 

95 

100 

C ホウレンソウに登録がない薬剤

ピラクロホス乳布l
(50%) 

1.000倍①
② 

12 

14 

5，000i音①
② 

13 

11 

100.0 

100.0 

100.0 
100.0 

100 

31 
ホスホチアゼート液剤l
(30%) 

①

②

③

 

立
口側

19 
12 

5，000{音①

② 

5

3

9

 

1

1

 

60.0 
23.1 

11.1 

100.0 
100.0 

100 

ピリミホスメチjレ手LI引j
(45%) 

14 
1.000{音①

② 

③ 

6

6

1

 

1

1

 

5，000i告①

② 

③ 

3

2

1

 

1

2

2

 

15.4 
18.2 
9.5 

33.3 
18.8 
9.1 

20 

プロチオホス乳布i
(45%) 

79 
1.000倍①

② 

0

2

5

 

2

2

2

 

①

②

③

 

倍∞
 

「

D

17 
17 

82.4 

76.5 

75.0 
27.3 
64，0 

55 

12 

17 

5.∞O{，音①
② 

91.7 
88.2 

90 

a)各試験には成虫30TIJiを{j¥試したが，苦手ほシートを脱出して粘着剤に捕捉された綴体は結果から除外した
b)補正死亡率は水の施泊による対照Eまの値を用いて Abbottの式で補正して算出した.
c) 2008fド3月現11
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第2表 ホウレンソウケナガコナダニ成虫に対する有機リン系以外の各種薬剤lの検定結果

薬剤名
常l1l濃度 1/5濃度

〈含有益) 処理濃度 反復 供試虫数"' 死虫率補正死虫ヰ
(%) (%) 

処理濃度 反復 供試虫数ヨ、} 死虫率 1iliiE死虫ヰ;s.b
1

(%) (%) 

D.合成ピレスロイド系薬剤

ヱトフェンプロックス手Li'¥lJ
1，000{音

① 22 。ムO
5，000{自

① 13 0.0 
(20%) ② 21 0.0 ② 15 6.7 

シベノレメトリン手LIiIJ
1，000{音

① 25 。。
5.000{古

① 22 4.5 
(20%) ② ② 24 。守O

E カパメ ト系薬剤j

ベンフラカルブ額粒水和剤
1，000{音

① 26 30.8 
34 5.000{告

① 28 14.3 
(20%) ② 24 37.5 ② 28 3.6 

カノレポスノレファン MCフロアブノレ 000倍 ① 21 14.3 
11 5，000{告

① 25 。。
(20%) 1. ② 25 8.0 ② 28 7.1 

F ネオニコチノイド系薬剤

クロチアニジン水溶剤
2，000{告

① 27 3.7 
1O，000{吉

① 29 3.4 
(16%) ② ② 13 。。

イミダクロプリドフロアブル
1.ω01告

① 17 5.9 
5，000{奇

① 22 。。
(10%) ② 16 。。 ② 16 。。

G 殺ダニ印!

テフeフェンピラド EW
1，000{，音

① 26 。。
5，000{日

① 27 。。
(10%) ② 17 。。 ② 24 。。

ミルベメクチン宇Li'¥lJ
① 13 。。 ① 13 。。

1，000{き ② 8 。。 5，0∞{古 ② 12 。。
(2%) 

③ 5 。。 ③ 10 。。
ピリダベンフロアブノレ

1，000{告
① 23 。。

5，0∞i古
① 17 。。

(20%) ② 15 。。 ② 18 。。
ピフェナゼートフロアプノレ

1，000{き
① 26 。。

5，000{告
① 16 。。

(20%) ② 18 5.6 ② 15 。。

フェンピロキシメ 卜フロアブノレ 1， 000{~f ① 19 5.3 
5，000{告

① 11 。。
(5%) ② 24 。。 ② 9 。。

H その他の楽斉IJ

フィプ口ニルフロアブル
2，000{告

① 27 。。
10，000{古

① 24 。。
(4.4%) ② 25 。。 ② 23 。。

ピリダリノレフロアブノレ
1，000{g 

① 27 。。
5，0001音

① 23 。。
(10%) ② 20 。。 ② 21 。。

カノレタップ場酸SG水溶剤i
1，000{告

① 16 。。
5，000{告

① 21 。。
(75%) ② 13 。一。 ② 19 。。

インドキサカル7'MPフロアブル 1，000{音 ① 26 3，8 
5，C∞{富

① 19 5.3 
(10%) ② 20 10.0 ② 22 。。

トノレフィンピラド手L/ilJ
1，000{吉

① 26 。。
5，000{音

① 26 。。
(15%) ② 26 。。 ② 27 。。

スピノサド鎖粒水草11剤
2，500{告

① 22 。。
12，500{音

① 21 。。
(25%) ② 24 。。 ② 25 。。

ヱマメクチン安目、香酸塩乳剤
1，000{告

① 14 78.6 
63 5，0001音

① 29 3.4 
c1 %) ② 17 47.1 ② 24 。。

a)各試験には成虫30ii長を供試したが，酵母シー卜を脱出して粘着剤lに捕捉された偲体は結架から除外した
b)協iE死亡率は水の施用による対照区の般を用いて Abbottの式で補正して算出した

2008年 3月現在)の中では， PAP乳苦手ij，MEP乳剤およ これらの薬剤には劣るものの，常用濃度のジメトエート

びイソキサチオン乳剤の補正死虫率が常用濃度で100-97 手L剤では感受性が認められた.ホウレンソウに作物登録
%， 1/5i農度で100-95%と高い感受性を示した.また， がない有機リン系薬剤 4fiiJJ (C)の中では， ピラクロホ
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ス乳郊の補正死虫率が常用濃度， 1/5 i農度ともに100

%と高い感受性を示し，プロチオホス乳剤およびピリミ

ホスメチル乳剤がこれに続いた.第2表には有機りン系

以外の各種薬剤の感受性を示した.合成ピレスロイド系

薬剤Ij(D)，カーパメート系薬剤Ij(E)，ネオニコチノイ

ド系薬剤IJ (F)の感受性はいずれも低かったが，これら

の中ではベンフラカルフ深長粒水和郊の感受性が比較的高

かった.殺ダニ剤Ij(G)の感受性は，いずれも緩めて低

かった.新規系薬剤を中心としたその他の殺虫剤 (H)

では，エマメクチン安息香酸塩乳剤を除く 6斉IJで感受性

がほとんど認められなかった.

以上の結架から，ここでは感受性が認められる薬剤を

3つのカテゴリーに分けることとする.第 1グループは

コナダニに対する感受性が高く，ホウレンソウに作物登

録がある，あるいは異なった剤型での作物登録がある薬

剤jである. PAP乳剤， MEP手Li'fiJおよびイソキサチオン

乳剤が挙げられ， これらの薬剤はDDVP乳剤1j50の代替

剤!となる可能性が高い.第 2グループは高い感受性を示

すがホウレンソウに作物登録が無い薬剤であり， ピラク

ロホス手Li'fiJが挙げられた.本剤およびピラクロホス粒剤
は臨場でのコナダニに対する効果も確認されている(2).

第3グループは，やや低いながらも感受性が認められる

薬剤lで， ジメトヱー卜乳剤，プロチオホス乳剤1， ピリミ
ホスメチル手L斉止ベンフラカルブ頼粒水平日剤およびエマ

メクチン安息、香酸塩乳斉Ijが挙げられた.特に， ジメトエー

ト乳斉IJはホウレンソウに作物登録があり，ベンフラカル

フ頼粒水和剤も異なった剤型でホウレンソウに作物登録

がある.これらの薬剤は，防徐薬剤lのローテーションに
級み込むー剤として利用できる可能性がある.以上のよ

うに，本研究では複数の有望な薬剤lを示したが，感受性

検定を実施した後にイソキサチオン乳斉Ijおよびピラクロ

ホス乳剤の原体の生陸が近日中に終了することが明らか

となった.今後は，雨斉IJを|徐く薬剤jについて登録継続を

確認した上で，闘場での効巣や薬害の有無，作物残留を

考慮した施用法の検討等を行い，必要条約コを満たす薬剤

については笠録に向けた試験データを蓄積する必要があ

る.
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